
産苧富田富摺官、加盟産業に罰しLl男宅
~上岡市産学官連携支援施設 (AREC)が開設~

に竃"'"
.デタ(2月1日現夜)

人口 122，516人(+13) 
男 60.235人(-4) 
女 62，281人(+17) 

世 得 45A45戸(+25) 
外国人量録者数 4.425人(-6) 

男 2.265人(-6) 
女 2，159人(0) 

}内lま前月に対する増減数値
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色4二議

市では、第三次上岡市総合計画佳期基本計画の大きな柱として、「活力ある地域

づくり」を掲げ、その一環として、産・芋 ・官の辿携による新産業白創出と育成を

図る施策を進めています。

2月22日働、上田市産学官述携支援施設 (浅!日1リサーチエクステンションセンター-
Z イ ν ， タ

A R E C)の竣工式が行われました。

この施設は、信州大学の憧れた研究成果を活用し、大学研究者と企業とが共同で

研究開発を進め、新しい技術や産業を生み出すための拠点として、市が信州大学繊

維学部構内に建設したものです(地方自治体では全国初)。

施設内には、企業と研究者の共同研究室のほかに、ラウンジ (交流スベース)や

ミ ティングルームなど、事〈の方々に情報交換や交流の場として気軽に活用して

いただくスペースもあります。

今後は、大学と企業の要望を結びつけるコ ディネ タ を配置し、

に共同研究が進むような体制づくりを進めます。

国際的な地域間競争が離しくなる中、上団地域を発信源に新しい産業の芽を育て、

地域全体の活性化につなげていけるよう努めていきます。

施設について由概要は、本号4ベ ジをご監くださL、。

より効率的

長(

~利用者の声~
醐エイネット社長

宮島正子さん(左の写真)

女性白尭想から生まれた新しい情報システ

ムの開尭に着手していますが、今回、この施

股の研究室を利用し、感性工学白先生がたと

共同研究することになりとても喜んでいます。

これから先生がたと力を吉わせ、良い成果

が出るよう頑彊っていきたいと思います。

また、この施陸には、企業や大学の皆さん

と笠置や相践ができる部屋があったり、控面

開尭などの相談に章っていただけるコーディ

ネ タがいらっしゃるので、これも有効に

活用していきたいと患っています。

産業界1;1.今とても酷しい時ですから、この

施設を中心にして企業の皆さんの元賓がでる

ような活動をしていただけるとうれしいです。
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『
創
造
・
活
力
・
と
き
め
き
の
ま
ち

の
実
現
を
目
指
し
て

平成14年度

市長施政方針
(要旨)

上
回
』

2
月
5
日

ω、
3
月
市
機
会
定
例

会
が
招
集
さ
れ
、
平
成
M
年
度
施
政

方
針
が
示
さ
れ
ま
し
た
の
で
、
そ
の

概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
.

-
は
じ
め
に

厳
し
い
経
済
情
勢
の
中
、
平
成
日

年
度
は
財
政
由
柱
と
な
る
市
税
の
減

収
が
予
想
さ
れ
ま
す
が
、
少
子
高
齢

化
社
会
へ
の
対
応
、
教
育
環
境
の
改

善
、
継
続
す
る
大
型
車
業
の
推
進
、

都
市
基
盤
の
総
合
整
描
な
ど
計
両
の

実
現
に
努
め
ま
す
。

-
子
ど
も
か
ら
お
年
寄
り
ま
で

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り

介
護
保
険
の
基
盤
施
設
と
な
る
馬

場
町
田
「
う
え
だ
敬
老
園
」
、
畳
殿

の
特
別
聾
護
老
人
ホ

I
ム
は
建
設
工

事
に
着
手
し
て
お
り
、
こ
れ
ら
の
施

設
が
完
成
し
ま
す
と
計
画
白
軍
備
目

慨
を
ほ
ぼ
連
成
で
き
ま
す
。

老
朽
化
が
進
ん
で
い
る
建
物
が
多

い
障
害
者
福
祉
施
設
白
移
転
改
築
を

支
援
す
る
た
め
、
岩
下
地
区
に
知
的

障
害
者
総
合
福
祉
ゾ

1
ン
の
計
画
を

進
め
て
い
ま
す
。

3
月
上
旬
に
開
園
す
る
車
田
中
央

楳
育
園
は
、
上
回
市
左
岸
地
区
の
中

ぐ、

核
保
育
園
と
し
て
、

子
育
て
支
援
体

制
を
充
実
し
ま
す
。
更
に
、
新
年
度

か
ら
、
保
育
園
に

「保
育
サ
ボ
l
タ
l
」

を
配
置
し
、
充
実
し
た
保
育
サ
ー
ビ

ス
に
努
め
ま
す
。

地
域
福
祉
計
画
な
ど
、
保
健
福
祉

に
か
か
わ
る
各
種
目
計
画
を
市
民
の

書
画
を
得
て
策
定
ま
た
は
見
出
し
、

総
合
的
な
保
障
福
祉
の
充
実
を
図
り

ま
す
。

-
教
育
環
境
鐙
備
と

完
全
学
校
週
5
日
制
へ
の
対
応

平
成

H
年
度
末
完
成
予
定
の
城
下

小
学
校
校
舎
改
築
工
事
は
、
木
造
校

舎
を
基
本
と
し
、
一
部
太
陽
光
発
市

シ
ス
テ
ム
を
取
り
入
れ
、
地
域
と
調

和
し
た
学
校
を
目
指
し
ま
す
。
こ
白

ほ
か
届
内
運
動
輔
の
改
築
な
ど
学
校

施
設
白
蛇
簡
を
進
め
ま
す
ロ

4
月
か
ら
の
完
全
学
校
週

5
日
制

へ
の
対
応
に
つ
い
て
は
、
児
童
セ
ン

タ
!
や
日
』
ど
も
舘
な
ど
の
土
唱
日
午

前
開
館
を
行
い
、
子
ど
も
白
居
場
所

を
時
剛
健
し
ま
す
。
ま
た
、
体
験
活
動

を
テ
I
マ
に
、
公
民
館
で
モ
デ
ル
的

な
郁
撲
を
行
う

一
方
、
各
地
域
で
実

施
す
る
体
験
活
動
促
進
事
業
を
支
援

し
、
自
然

・
社
会

・
生
活
体
験
活
動

を
奨
励
し
ま
す
。

-
二
十
一
世
紀
は
環
境
の
世
紀

上
回
市
の
良
好
な
環
境
を
将
来
に

わ
た
っ
て
維
持
し
て
い
く
た
め
、
環

境
施
置
の
基
本
と
な
る
探
境
基
本
計

画
を
軍
定
し
ま
し
た

(詳
し
く
は
、

本
号
由
連
し
込
み
ち
ら
し
を
ご
覧
く

だ
さ
い
)。

今
後
は
、
こ
の
計
画
を
具
体
化
し

て
い
く
た
め
の
推
進
体
制
を
整
備
し
、

環
境
保
全
施
策
を
進
め
ま
す
。

-
地
壇
産
業
の
膏
成

平
成
時
年
度
末
で
廃
止
が
予
定
さ

れ
て
い
ま
し
た
長
野
技
術
専
門
校
上

回
分
校
お
よ
び
上
回
成
人
訓
練
セ
ン

タ
ー
は
、
同
町
に
施
設
の
存
続
を
働
き

か
け
、
平
成
H
年
度
以
降
も
職
業
能

力
開
尭
の
施
設
と
し
て
存
続
が
図
ら

れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
の
で
、
更

な
る
活
用
を
図
り
ま
す
。

自
治
体
と
し
て
は
、
全
国
最
初
の

産
学
官
白
共
同
研
究
施
設
と
し
て
砲

設
を
進
め
て
い
ま
し
た
上
田
市
産
学

官
連
携
支
援
施
設
は
、

こ
白
2
月
幻

自
に
竣
工
を
迎
え
ま
し
た
〔
詳
し
く

は
、
本
号
の
表
紙

・
4
ペ
ー
ジ
を
ご

覧
く
だ
さ
い
)
。

昨
年
、
テ
レ
ビ
や
映
画
な
ど
の
ロ

ケ
を
誘
致
支
援
す
る
「信
州
上
回
フ
ィ

ル
ム
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
」
が
設
立
さ
れ

じ

ま
し
た
。
搬
影
な
ど
も
多
数
あ
り
、

全
国
紙

・
テ
レ
ビ
な
ど
に
よ
り
報
道

さ
れ
た
こ
と
で
、
上
回
市
の
知
名
度

も
高
ま
っ
て
い
ま
す
。
経
済
効
果
に

加
え
文
化
的
効
果
も
期
待
さ
れ
る
事

業
で
す
の
で
、
こ
れ
か
ら
も
積
極
的

な
取
組
を
進
め
ま
す
。

塵
車
を
取
り
巻
く
情
勢
は
、
量
産

物
価
格
の
低
迷
化
、
雌
業
経
営
者
の

高
齢
化
、
桂
継
者
不
足
、
耕
作
放
棄

地
の
増
大
な
ど
厳
し
さ
を
増
し
て
い

ま
す
。
こ
れ
ら
に
対
応
す
る
た
め
、

良
地
利
用
調
盤
由
推
進
に
よ
る
農
地

白
有
効
利
用
、
農
業
の
担
い
手
や
生

産
組
織
田
育
成
、
直
売
所
を
活
用
し

た
地
場
流
通
の
促
進
、
観
光
農
業
白

推
進
な
ど
農
業
娠
興
に
努
め
ま
す
。

・
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
の

基
盤
盤
備

上
田
駅
お
城
口
再
開
発
事
藁
に
お

け
る
再
開
発
ピ
ル
白
建
築
工
事
に
つ

い
て
は
、
工
事
に
着
手
し
、
街
路

・

駅
前
広
場
由
工
事
に
つ
い
て
も
一
部

工
事
着
手
す
る
予
定
で
す
。
こ
の
ほ

か
、
上
田
坂
城
バ
イ
パ
ス
、
上
回
バ

イ
パ
ス
2
期
工
区
白
建
設
促
進
、
築

地
下
之
郷
バ
イ
パ
ス
の
早
期
完
成
、

国
道
1
4
4号
上
野
バ
イ
パ
ス
白
事

業
促
進
な
ど
に
努
め
、
都
市
計
画
街

路
、
市
道
上
田
橋
下
堀
線
、
神
畑
原

峠
線
な
ど
幹
線
市
道
の
藍
備
、
大
石

描
の
全
面
架
け
替
え
な
ど
、
骨
桔
と

な
る
事
業
の
推
進
や
生
活
関
連
道
路

の
整
惜
も
図
り
ま
す
。

[2] 14.3.1 



三副両芸ァ
歩主珍 『臨時総合窓口』

s月25日明)-4月E日制

平田は午後7暗まで、土・日曜日も市の手続きができます

-
差
別
の
な
い
社
会
づ
く
り

同
和
対
策
事
業
で
は
、
環
境
改
普

事
業
や
教
育
啓
発
活
動
な
ど
の
諸
事

業
を
積
極
的
に
実
施
し
、
生
活
環
境

な
ど
の
基
盤
整
簡
に
つ
い
て
、
較
差

は
大
き
く
改
普
さ
れ
た
と
考
え
て
い

ま
す
が
、

一
方
で
、
結
婚
差
別
や
差

別
発
言
な
ど
の
差
別
事
聾
は
依
然
と

し
て
発
生
し
て
お
り
、
同
和
問
題
の

完
全
解
決
に
は
至
っ
て
い
な
い
の
が

現
状
で
す
。
こ
れ
か
ら
も
教
育
啓
発

活
動
に
力
を
入
れ
て
取
り
組
み
ま
す
。

男
女
共
同
参
画
の
推
進
に
当
た
っ

て
は
、
昨
年
ス
タ
ー
ト
し
た
、
第
三

次
男
女
共
同
委
凶
計
画
を
市
民
フ
ォ
ー

ラ
ム
な
ど
で
多
く
の
皆
さ
ん
に
知
っ

て
い
た
だ
く
と
と
も
に
、
剖
商
に
基

づ
く
事
業
を
推
進
し
ま
す
。

-
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
充
実

市
役
所
の
憲
口
、
施
設
、
仕
事
な

ど
を
案
内
す
る
た
め

「上
田
市
生
活

ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
」
を
作
成
し
、
各
戸

配
布
し
ま
し
た
。

現
在
、
在
住
外
国
人
の
方
々
の
た

め
の
生
活
情
報
を
掲
載
し
た
英
語
版

と
ポ
ル
ト
ガ
ル
語
版
の
ポ
ケ
ッ
ト
ガ

イ
ド
ブ
ッ
ク
を
作
成
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
新
年
度
は
、
中
国
語
版
と

ス
ペ
イ
ン
語
版
を
作
成
し
ま
す
。

-
市
町
村
合
併
に
つ
い
て

市
町
村
合
併
は
、
地
域
の
将
来
や

住
民
生
活
に
大
き
な
軍
曹
を
及
ほ
す

も
白
で
あ
り
、
政
治
や
行
政
だ
け
で

進
め
る
の
で
は
な
く
、
市
民
の
皆
さ

ん
と
と
も
に
合
併
論
議
を
深
め
て
い

く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
l
月
に
は
、

転入や転出の異動の際、市での手続きをはじめ、 電気・ガス等さ

まざま牢手続き力切、要に在るため、これらの手続きが同←フロア

で総合的に行える「臨時総合窓口Jを開設します。参加する公益企

業、手続き内容および実施期間等は下表のとおりです。

また、 3月から 4月に力、け市民課の窓口が大変混み合いますので、

土曜・日曜・祝日も、住民票・印鑑登録証明書等の発行が受けられ

る 「自動交付機J(午前7時~午後7時) [市役所(正面玄関東南11)、

よ田劃造館、し在の鉄道上田駅]をご利用ください。

1d:お、交付機を利用する場合は、市民力 ドが必要に在ります。

力 ドへの切り替え等を済ませておくとたいへん便利ですので、市

民力←ドへの切り替えをお勧めします。

また、本人の戸籍謄抄本や、本人またはそのかたと同ーの世帯

のかたの住民票を郵送で受けたい場合は、市内の郵便局に交付申請

書が備えてありますので、ご利用ください0

.問い合わせ 市民課(血ゆ5334)

・市役所による対応

限所名

線

学校教育銀

児車保育線

民所

課

操

者

隈

国保年金想

上下水道局
営 業隈

務

税

a障
麓

税

収

高
介

「市
町
村
合
併
を
と
も
に
唱
え
る
シ

ノ
ポ
ジ
ウ
ム
」
を
開
催
し
た
と
こ
ろ

で
す
。
通
勤
問
、
通
学
園
、
医
療
圏
、

商
圏
な
ど
の
生
活
闘
や
広
域
的
な
事

務
事
業
が
ほ
ぼ

一
体
と
な
っ
て
い
る

広
域
連
合
構
成
市
町
村
で
、
任
意
申

告
併
協
議
舎
の
設
置
を
で
き
る
だ
け

早
く
呼
び
か
け
ま
す
。

ま
た
、
市
民
の
皆
さ
ん
と
の
市
町

村
告
僻
に
対
す
る
地
域
懇
談
会
を
設

け
て
、
情
報
提
供
や
幅
広
い
議
論
を

し
て
い
き
ま
す
。

3月25日開
t 

3月29白圃

[3] 

実健場所持S参するもの

-公益企業による対応 (50音順・敬称略)

特になし

手続き肉さ企策名

14.3.1 



a 

設
か
ら
地
域
産
業
の
活
性
化
を

こ
の
施
設
は
、
企
業
が
信
州
大
学
の
所
有
す
る
研
究
成
果
や
高

度
在
技
術
を
有
効
に
活
用
す
る
と
と
も
に
、
企
業
が
求
め
る
筏
衝

を
共
同
で
研
究
開
発
す
る
こ
と
に
よ
り
、
新
し
い
妓
衡
や
産
業
を

生
み
出
し
、
こ
の
地
域
の
産
業
の
活
性
化
を
図
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
、
市
が
建
慢
し
ま
し
た
。

国国
E 

ぞ!

建
湖
句
概
要

-
建
設
地
信
州
大
学
繊
維
学
部
構
内

・
建
築
者
上
田
市

-
栴
造
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
・
地
上

4
階

建
て

・
延
床
面
積

1
7
9
6
d

-
総
工
費

5
偲

6
0
0
0
万
円

(う
ち
国
補

助
金
2
憧

6
5
0
0
万
円
)

向
刷
。
命
制
。
命
畑
。

8 

フウンジ(空調スベス)
ミーテインクルム (3室)
共同研究室 (2室)

共同研究室(7室}

共同研究室 (6室)

休懇重 8・
ミ 7インタ1トム(1重事) .ロピ
共同研究企画室( 務童}
共同研究室 (2童}
量量機器留置婁

、な
る
共
同
開
発
研
究

①
信
州
大
学
と
、
産
業
界
や
行
政
機
関
が
書
加

す
る
共
同
開
尭
研
究

②
実
用
化
、
事
業
化
を
目
指
し
た
共
同
開
発
研

究

(l 

③
次
白
分
野
に
骸
当
す
る
共
同
開
発
研
究

マ
電
子

・
慢
械
系

マ
化
学

・
曹
材
系

マ

環
境
・
リ
サ
イ
ク
ル
系

マ
繊
維
系

マ
医

療

健

脹

・
福
祉
某
マ
感
性
・

デ
ザ
イ
ン

・

情
報
系

マ
パ
イ
オ

・
金
品
系

[ 4] 74.3.7 

-
運
営
団
体

制
長
野
県
テ
ク
ノ
財
団
浅
間
テ
ク
ノ
ポ
リ
ス

地
域
セ
ン
タ
ー

-
職
員
体
制

・
セ
ン
タ
ー
長

(1
名

・
信
州
大
学
繊
維
宇
部

長
が
兼
務
)

・
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ

I

(2
名
)

・
事
務
職
只

(2
名
)

市政テレビ番組「ふれあい上回Jが、 3月23日出午撞4時-4時四分に、慣越肱送 (SBC)
で放映され、上田市産学官連携主橿施股等の紹介をしていきます.どうぞ、ご覧ください。

C
プ
ラ
ザ
を
設
立

2
月
幻
自
側
、
こ
白
セ
ン
タ
!
を
活
用
し
、

新
技
商
の
開
発
な
ど
を
目
指
す

「
A
R
E
Cプ

ラ
ザ
」
が
設
立
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
団
体
は
、
東
信
地
域
を
中
心
と
す
る
県

内
外
田
企
業

〔現
在
、
約

1
0
0社
)
や
信
州

大
学
の
研
究
者
、
上
田
市
な
ど
で
構
成
さ
れ
て

い
ま
す
。

産
学
官
の
連
併
を
曹
に
し
、
地
境
の
人
材
育

成
や
、
各
企
業
の
技
術
相
談
な
ど
を
行
い
、
新

怯
稲
田
開
発
や
斬
産
業
の
創
酬
を
目
指
し
ま
す
。

上
田
市
産
学
官
連
携
支
援
施
股
に
関
す

る
問
い
合
わ
せ
・
入
所
申
し
込
み
は
、
側

長
野
県
テ
タ
ノ
財
団
浅
間
テ
ヲ
ノ
ポ
リ
ス

地
域
セ
ン

9
l
A
R
E
C事
務

局

(
圃

@

4
3
7
7
)
ま
で
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。



ド 市でl志、蟻員人ひと口が接遇の向上や市民自
皆さんが利用しやすい市役所について、考え 実

践する重点期間として、昨年12月を「市民サーピ
ス向上推進月間Jとし、若手班員か5怒る実行蚕
員会を中心に、市民アンケートの実施芯ど次の取
り組みを行いました.
取り組みの結果か己把握された問題点恕どは、

書課で改善について話し合いを行い.よ口良い行
政サービスの提慌に努めています。今回隊、己れ

5白取組結果についてお知5せします。

司IDí~ÆO~日間l 'tLWÒ回世!lß"'? ia

.アンケート結果

職且の対応や身だしなみ、申請手続き白スム ズさ

はおおむね良いという回答が多かったものの、庁舎内

の案内表示や電話での応対は、 2割弱白かたが不満と

感じている結果となりました。

また、アンケ トに寄せられた意見として、職員の

対応や申請白手続きについては、 「親切に骨かりやす

く説明してもらった」、「手続きがすぐできました」等

好印象Dご意見がある一方で、 「きちんとしたあいさ

つができていなL、」、「時聞がかかりすぎる」等の指摘

もありました。更に、電話の応対については、 「声が

小さくてよく聞こえないことがある」等白指摘があり

ました。

回臓の対応の感じはいががでしたか
やや惑い惑い (8.2%)

A 
Z 良いやや良い (71.4%)

。鴨胤拙剛刷皿皿= -剛 1皿

固 闘の態度・ 身だしなみは圭ちんとしていました由、
やや惑い患い (4.1%)一一一¥無回答

国 申榔 ど手続きはスムーズに済みましたか

侃隅隅皿 --師岡酬明 ，-

[5) 14.3.1 

E国 庁内の軍内裏示や標名の誌官はわかりやすいですか

やや思い思い ('8.4'1も) 無雷管(3.0%)

良いやや良い (54.1%)

嶋隅田開制闘訓= - -嗣

rmI韓民の電話での応対はいかがでしたが

良いやや良い (51.4%)

~ ，~鵬副刷醐酬明

※実施期間昨年12月3日開~同14日園 一 一

※飼査方法来庁された市民の皆さんに、窓口担当課でア I

ンケー卜用紙を手愛し、 IC入後回収箱へ入札 I

ていただく方法で実施
:. ?く田富者数 98名

.改善に向け茜謀で話し合った内容

来庁者への対応については、験良から積極的に声を

かけることや清潔な身だしなみを心がけること、名札

の着用などについて話し合いました。

また、申請などの手続きについては、わかりやすい

記入例の作成や来庁者が多い場合の職且の流動体制な

どについて確認を行いました。更に電話の応対につい

ては、丁寧で明瞭な応答や他由課へ電話をつなげる際

白留意占などを話し合いました。

司自川司F峰山; l-:Jt.己正日右手~J'" üまS司~.. 

. 実施内容

「来庁者に声をかけられる机の配置」、 「カウノター

や身の回りの整理整頓」、「申請書等の配置」、 「プラ

イパシ 保護への配慮」等の観点から、実行委員が各

課の窓口環境について占検を行いました。

.チェック結果

主に、次のような問題占がありました。

・職貝によっては、カウンターが斜め桂ろとなり来庁

者に気づきにくし、。

・カウンターが狭く、整理盤頓が必要。

・来庁者が待つ際白、いすが足りない場合がある。

・机の上に書類が積まれ、雑然とした感じがする。

.改善に向け書課で話し合った内容

机白配置変更やカウンタースペースの確保、身の回

りや申請書目整理整頓、プライパン 保護に留意した

端末機白取り扱い等について話し合い見直しました。

.実施内容

実行委員会で、 「市民から寄せられた提言等由情報

白共有」や 「来庁者を他の課へ案内する際の心得」に

ついて話し合いを行いました。

実行委員会でまとめた意見は、担当課所で実現に向

けた検討を行っていきます。

|・問い合わせ総務課(固⑧5332) I 



ー
安
心
し
て
医
療
を
受
け
続
け
る
た
め
に

i

国
民
健
康
保
険

{以
下
、
国
保
と
い
う
)
は
、
病
気
や
け
が
を
し
た
と
き
、
診
療
を
蛋
け
た
皆
さ
ん
の

医
療
費
負
担
を
軽
く
す
る
牢
ど
、
加
入
者
の
皆
吉
ん
の
家
計
に
負
担
を
か
け
ず
に
、
医
療
を
受
け
つ
づ
け

る
た
め
の
助
け
合
い
の
し
〈
み
で
す
.
国
保
で
は
医
療
質
の
ほ
か
、
出
産
育
児
一
時
金
、
葬
祭
費
、
人
間

ド
ッ
ク
補
助
金
な
ど
も
支
給
し
て
い
ま
す
。

か
か
っ
た
医
療
費
は
、
惨
療
を
受
け
た
か
た
の
負
担
金
の
ほ
か
、
主
に
加
入
者
の
保
険
税
や
固
か
ら
の

支
出
金
な
ど
を
財
疎
に
し
て
、
保
険
者
で
串
る
上
田
市
が
支
払
っ
て
い
ま
す
.
と
こ
ろ
が
、
近
年
、
医
療

費
が
増
え
つ
づ
け
て
い
ま
す
。

安
心
し
て
医
療
を
受
け
つ
づ
り
、
健
康
な
暮
ら
し
を
送
る
た
め
に
も
、

一
人
ひ
と
り
が
医
療
費
を
飼
え

た
り
、
保
険
税
を
き
ち
ん
と
納
め
る
な
ど
し
て
、
国
保
を
支
え
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

え
つ
づ
け
る
医
療
費

上
田
市
町
国
保
加
入
者
全
体
申
近

年
の
医
療
費
白
動
同
は
岡
凶

申
と

お
り
で
す
。
平
成
四
年
度
は
、
平
成

8
年
度
と
比
べ
て
、
加
入
者
数
は
約

1
・
u倍
に
地
加
し
た
白
に
対
し
て
、

医
療
費
は
約
1
・
剖
倍
と
な
っ
て
い

ま
す
。
医
療
費
は
少
し
ず
つ
、
確
実

に
増
え
続
け
て
い
ま
す
。

さ
ん
の
負
担
も

岨
唱
え
て
い
ま
す

同
凶

と

岡
凶

は
、
上
田
市
の

国
保
自
決
算
状
況
の
年
度
別
推
轄
で

す
。
国
保
白
歳
出
は
、
9
割
以
上
が

医
療
費
の
支
払
い
に
あ
て
ら
れ
て
い

ま
す
。
こ
の
支
出
を
賄
う
た
め
の
収

入
は
、
加
入
者
の
皆
さ
ん
に
納
め
て

直1日上田市の国保加入者/年度別医療費の推移

里

(1 

8年度 9年，d[ 10年庫 11年度 12年庫

仁二コ 老人保健=老人保健が適用されている、主に70趨以上の
皆吉んの医療 費(施陸軍曹‘院問看檀の費用
を除く)

E二コ 退醸者医薗=70撞朱満で、一定期間以上告種社会保険に
加入していて週壊された皆古んの医療費

W/?AI 般=老人保健.退職者匡療以タキの皆古んの医漕費

[ 6] 

@ 平成14年度の とん怒ときl事、 保隙税怯
DI 

所得申告をしましんょガう申 まl'相麟を し ま し ょ う
司 必，納め帯納ま吾朗し増ょえつうづーけ『

信事鯖融庁吉田"、皆さ 圃交通車故でlオtJl1..どをしたときl志 -保険税由理

告しt:!~丘R由者槽をもとE計算 貫通閣時Eなどでけがをして医濠檀閣にか刀る ています

されます。申告tJldいと、適正 場吉a、保険笹を使えるかどう力、まず国臣草 特目配既製自想起く滞納し蜘7、
怠信事嗣見を計算替ることができ 童標へ相続してく百さし、。使える蝿創忍、1m雪 彰婚訴償費巳も応じない加入者巳封

ず、耳目ようなトラブル却もと 者汀負担すべき医車買を一時的E国保で員担し して目、障輯鱈i!Ot廿コリ1<:r被保

I<:Idります。 ますo :t!t:!し、極1<:11理~ヘ畠京田手続Zをと 険書量格革開明IJ を骨('ln-，~るこ

-申告をし忽いと る担めE、保険証E使っE廿:t!1<:_頚の届「土出 と1Z1d:ります。 E.，曹司で保措置

喧聴でまとめて間署E対ずる揮 をしてい:t!t:!くことI<:Idります。ご協力を担額 を撞示す利耳、一定σ割自由負担

験税を払わ草くて1<，草ら草 いします。 Eより医績が畳けられま写が、

い蝿吉ガあります。 圃歯を治讃するときは 「植保憤音量格証明_Jでla，
喧溝型食税庁減額1Z1Jる刀E由壇 歯由治揮で、特別ら材料を希望しE揖吉晴、 いっEん全額自己負担し担げれま

吉でも、保険税ガ揖額巴在 治11費全額ガ自己負担となります。浩障を畳け 話りまぜん。 E保員担5Jla桂に払

りまゼん。 る前巴、国保ガ使える力どう力;;:!!:揮酷暫E確 い慶されますが、 Eいへんな負担

直曙富晶実聾費由自己負担舟由隈 認してくぜさし、 増と担りま~o

度額ガ高く在ってしまいま [こんt~咽古I~主観自己負担] そういうことk:1ei:らないよう、

す。 童箔や車畠童話ピ特別刷料を使っEとき、 面撤制忍野抽柄1<:1きちんと鋲酌ま

t歯喜剛旺、虫歯予備担星担ど しよう.

@ 

14.3.1 

t 



い
た
だ
く
保
険
税
が
約
叫
%
、
固
か

ら
の
支
出
金
が
約
お
%
、
そ
の
他
が

約
お
%
と
な
っ
て
い
ま
す
。

増
え
つ
づ
け
る
医
療
費
に
応
じ
て

歳
出
が
柚
唱
え
る
た
め
、
そ
四
八
万
歳
入

も
増
え
て
い
き
ま
す
。
岡
凶
か
ら

は
歳
入
全
体
に
占
め
る
保
険
税
の
割

合
が
横
ば
い
な
の
に
対
し
て
、
国
か

ら
の
支
出
(
国
税
/
皆
さ
ん
の
納
め

る
税
金
)
の
割
合
が
年
々
培
え
て
い

る
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。

-
X
ひ
と
り
が

医
療
一貨

を
抑
え
る
努
力
を
/

医
療
費
を
抑
え
る
こ
と
に
つ
い
て
、

真
剣
に
考
え
て
い
き
ま
し
ょ
う
。
医

療
機
関
の
軍
円
で
支
払
っ
た
お
金
は
、

か
か
っ
た
医
療
貨
の
ほ
ん
の
一
部
で

す
。
医
療
機
関
へ
は
必
要
な
と
き
に

か
か
る
よ
う
に
し
、
「
か
か
り
つ
け

医
」
を
で
き
る
だ
け
持
つ
よ
う
に
し

ま
し
ょ
・
1
童
事
、
運
動
、
体
華
、

喫
煙
、
飲
酒
な
ど
の
生
活
習
慣
を
見

直
し
て
、
い
き
い
き
と
し
た
暮
ら
し

を
送
る
た
め
、
家
族
や
地
域
で
健
康

づ
く
り
に
心
が
け
ま

L
a
-
-っ。

、)
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10 

上田市の国保/年度別銀出の状況

10 

直亘

60 

50 

40 

30 

20 

8零度 9年度 10年度 " .. 度 12年鹿

仁二二コその他(退瞳者匡曹のために交付されるお童等)

医霊園揖入金=市費か5の出産育児一時金.人件費.国

保財政安定化のための補助宣等

亡コ国庫支出量~I!<IJ費等に応じ固か5支払われる担金
~保険税=国保加入者の皆さんが納めたお童

。
12年度

仁二二]その他(国保理宮のための事務費等)

W#'AI老人保健縄出童=老人保健に支出している由主

じこコ保険給付費=医療費、苗種補助壷等として支出し

ている田童

"毎度10年119写麿8年度
o 

、
届
け
出
が
量
れ
る
と
さ
ま
ざ
ま
な
ト
ラ
プ
ル
の
も
と
に
な
り
ま
す
の
で
、

届
け
出
を
し
ま
し
ょ
う
。

マ
加
入
の
届
け
出
が
量
れ
る
と

他
の
健
康
保
険
を
脱
退
し
た
月
ま
で
さ
か
の
ぼ
っ

て
慢
睡
税
を
納
め
る
こ
と
に
写
り
ま
す
。

保
険
税
を
二
量
に
支
払
っ
て
い
る
状
態
に
牢
っ

て
し
ま
い
ま
す
.

必
ず

マ
脱
退
の
届
け
出
が
亜
れ
る
と

こ
ん
な
と
き
は
、

市

U
目
以
内
に

-・・目I~可嗣既沼田'陥F・・・・

た他 他

健康保の険

き

つ

空. 聖・R
量の 鑑印

ー者後後費で
- な

鑑印

印鑑な
つ

-同
じ叫
し
併
に
す
で
に
国
保
加
入
者
が
い
る
場
合
は
、
そ
の
か
た
の
悶
保
の
保
険
置

が
必
要
に
な
り
ま
す
の
で
、
必
ず
お
待
ち
〈
だ
さ
い
.

霊園1111-
他
の
市
町
村
ヘ
包
駆
出
す
る

保
後
証

・
印
鑑

他
の
健
康
保
険
に
入
っ
た

他
の
健
康
保
険
の
彼
挨
費
者
に
な
っ
た

閣
僚
と
他
の
.
康
保
険
の
保
険
証
〈
他
の

健
康
保
険
の
保
険
医
が
宋
交
付
の
と
き
隠
、

そ
こ
へ
加
入
し
た
こ
と
を
仮
甥
す
る
も
の
V

印
鑑

国
保
加
入
者
が
死
亡
し
た

現
祭
貴
由
昭
筒
・

・
保
険
証
印
鑑

E・E・-“:Z'.#IHiII・E・-

保
険
医

・
印
鑑

世
械
金
・
氏
名
な
ど
が
変
わ
っ
た

印
鑑

印
鑑

保
険
庇

・
印
竃

量
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• 
上田市社会教育委員

t>応募量格市内在住で20歳以上75揖以下回学校教喬社会教育の関岳者、家庭教育向上の

ための活動を行っているかた、学識経験のあるかた(公募の方法により審議会へ参画できるの

は、一人一審構会まで) t>募集人員 1名 t>任期 4月1日~平成16年 3月31日(2年間〉
t>書担金白内容社会教育、生産学習に関する握言等について審理していただきます b応

曹方法 所定の申込書(生謹学習課にあります)に「社会教育・生産学習に寄ぜる周待Jt:題

したレポ ト(12凹字前後・ 書式自由]を車えて、生涯学習課に握出してください t>蹄め切り

3月15日掛 t>その他 レポートと面接により決定さセていただきます

園生韮学習匝 1m!扇町02う

マ
と
き

3
月
幻
自
由
午
桂
1
時

刻
升

1
3時
加

分

マ

と

こ

ろ

上

田
市
民
会
館
マ
内
容
上
聞
の
気

候
に
適
し
た
春
ま
き
の
花
づ
く
り
・

土
づ
く
り
の
ポ
イ
ン
ト
な
ど
マ
構

師
上
田
市
農
業
パ
イ
オ
セ
ン
タ
ー

所
長
・
武
田
正
男
さ
ん
す
参
加
料

無

料

マ

申
し
込
み

3
月
刊
日

出
ま
で
に
電
話
で
公
匝
緑
地
課
ま
で

「
サ
ザ
エ
さ
ん
」
白
マ
ス
オ
さ
ん

役
、
「
ア
ン
パ
ン
マ
ン
L

の
ジ
ャ
ム

お
じ
さ
ん
役
の
声
で
お
な
じ
み
四
声

置
・
増
岡
弘
さ
ん
の
講
演
会
で
す
。

マ
と
き

3
月

n日
幽
午
桂
l
時

( 

初
分

1
3時
マ

と

こ

ろ

中

央

公

民
館
マ
内
容
講
蹴
「
サ
ザ
エ
さ

ん
一
家
は
幸
福
み
つ
け
の
述
人
ぞ
ろ

い
1
今
、
家
庭
教
育
を
考
え
る

1
」

(
講
師
噌
岡
弘
さ
ん
)

マ
定
員

2
0
0名
マ

参

加

料

無

料

マ
申
し
込
み
生
涯
学
習
課
ま
た
は

中
央
・
西
部
・
城
南
・
上
野
が
丘
・

塩
悶
・
川
西
白
各
公
民
館
へ

手l企メ

ð ll~ 
51司Eン
A 11! t= 
事lミU
1ナ E

0110 
g I A 

情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
の
専
門
家
を

紹
い
て
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
利
用
に

お
け
る
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
確
保
に
つ
い

て
お
話
い
た
だ
き
ま
す
。

マ
と
き

3
月
時
日
仰
午
桂
l
時

1
5時
マ

と

こ
ろ

メ
デ
ィ
ア
ラ

ン
ド

U

E

D

A

V
内

容

講

演

「
企
葉
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
利
用
と

情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
」
(
講
師

N

T
Tデ
l
タ
・
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
脚
シ

ス
テ
ム
部
担
当
部
昼
・
右
松
措
さ
ん
)

マ
対
象
企
業
経
営
者
、
管
理
者
、

情
報
担
当
者
な
ど
マ
定
員

2
0

0
名

マ

参

加

料

無

料

マ

申
し

込
み
電
話
で
メ
デ
ィ
ア
ラ
ン
ド

U

E
D
A
へilii 

!li i 

マ
と
き

3
月
日
日
出
午
後

4
時

1
8時
初
分
マ
と
こ
ろ

上
田
高

砂

殿

守

内
容

性
格
・
相
性
診
断
、

ケ
i
キ
づ
く
り
、
フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン

ジ
メ
ン
ト
、
フ
ラ
ン
ス
料
理
由
立
宜

パ
ー
テ
ィ
ー
マ
対
車
将
来
空
流

会
の
中
か
ら
親
睦
を
深
め
、
結
婚
を

も
考
え
て
い
る
女
性
で
、
お
歳
以
上

叫
歳
未
満
の
か
た
マ
定
員
卸
名

マ
品
世
加
料

2
0
0
0
円

マ

申

し
込
み
電
話
で
上
団
地
域
広
域
迎

合
事
務
局
ま
で

ワ
イ
ン
を
携
し
む
た
め
の
知
観
を

学
ん
で
み
ま
せ
ん
か
/

上
国
間
幽
層
別
館

aAg・
務
局
(
商
工
鶴
岡
耐
暗
5
3
9
8
)

商
庖
主
の
知
識
や
技
術
を
消
費
者

に
提
供
す
る
、
「
ま
ち
ご
と
カ
ル
チ
ャ
ー

ス
ク
ー
ル
」
を
開
催
し
ま
す
。

マ
と
き

3
月
M
日
制
午
後
l
時

1
3時
マ
と
こ
ろ
上
回
情
報
ピ

グ
ネ
ス
専
門
学
校
6
階

マ

内

容

世
界
各
国
の
ワ
イ
ン
を
試
飲
し
な
が

ら
、
基
本
的
な
知
識
と
ワ
イ
ン
選
び

の
コ

y
を
学
日
ま
す
マ
定
員
部

名
マ
書
加
料

3
0
0阿
マ

申

し
込
み
電
話
で
吉
崎
酒
庖
(
冊
宮
田

0
3
0
0
)
ま
で

[8] 14.3.1 

天
神
間
底
衝
を
元
気
に
す
る

鵬
演
会
潤
櫨

天
神
高
居
届
鍋
興
鯛
合
繭
事
・
・
4
2
8
)

マ
と
き

3
月
日
日
例
午
佳
7
時

1
8時
釦
分
マ
と
こ
ろ
上
回
温

泉

ホ

テ

ル

祥

園

マ

内

容

講

演

「
天
神
商
庖
街
掻
興
組
合
活
性
化
計

翻
と
中
心
市
街
地
活
性
化
に
つ
い
て
」

(
講
師
側

E
・

c
・
I
代
表
、
タ

ウ
ン
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
、
中
心
市
街
地

活
性
化
フ
ォ
ラ
ム
代
表
・
花
里
聡

明
さ
ん
)
マ
問
い
合
わ
せ

天
神

商
庖
街
振
興
組
合
へ

国
立
星
野
病
院
橋
務
課

マ
応
募
資
格
市
内
在
住
白
却
歳

以
上
の
か
た
マ
事
集
人
員

I
名

マ
任
期

2
年
マ
委
員
会
の
内

容
地
域
に
開
か
れ
た
長
野
病
院
の

運
営
に
閲
し
て
、
市
民
目
立
場
か
ら

提
言
を
し
て
い
た
だ
き
ま
す
マ
応

募
方
法
所
定
白
申
込
書
(
長
野
病

院
に
あ
り
ま
す
)
に
「
応
募
白
動
機
」

を
記
入
し
て
長
野
病
院
庶
務
課
へ

マ
締
め
切
り

3
月
羽
田
幽



相続問題の疑問にアドバイス雇通扇面「
「くらしの教室」講演会ヘ ー 哩盟
身近な相続問題について、法1~の専門家である

弁護士を招き、最近白相談事例を通して卦かりや

すく講演しますロ

~とき 3月18日田)午前10時-ll時30分 bと

ころ 中央公民館 ~内容 講蹴 「身近な遺産相

続についてJ(情師 長野県弁護士会 ・岩下智和

さん) ~嘗加料 輔料

、‘，ft
 

シ
ニ
ア
リ
ー
ダ
ー
実
隆
晴
座
・

県
老
人
大
学
で
学
び
ま
せ
ん
か

よ
小
地
方
事
務
楊
麟
生
慢

嗣

窃

7
1
2
2
}

市
商
船
積
介

a
m
嗣
場
5
1
3
1
}

マ
申
し
込
み

3
月
白
日
制
ま
で

に、

①
は
上
小
地
方
事
務
所
厚
生
課

に
畳
講
申
込
替
を
、

②
は
市
高
齢
者

介
護
課
へ
入
学
願
書
を
提
出
し
て
く

だ
さ
い

マ
関
係
書
類

い
ず
れ
も

市
役
所
、
各
支
所
、
各
公
民
館
、
高

齢
者
福
祉
セ
ン
タ
ー
、
上
田
市
街
寿

ク
ラ
ブ
連
合
会
に
あ
り
ま
す

①
平
成
M
年
度
長
野
県
シ
ニ
ア
リ
ー

ダ
ー
実
戦
情
座

マ
対
車

お
お
む
ね
印
歳
以
上
白
川
町

『上関直面大学2凹2Jの一環として、特別ト ク・春休み

アニメ-~ヲン上映会を行います。 アニメに興味のある皆さ

ん、どうぞご参加〈ださい。

qlし込みは、屯時でメディアラ/ドUEDA(固ト@!OOO)
まで。定日になりしだい締め切ります。

椅勝目勿『予'~1j電老る.U~
・とき 3月24日間

第1回午前叩時四分~

第 2回今後 1時30分~

園田耳樹さん [作楽クリエイト嗣〕

無料

第 l園、第2固ともに各200名

内
在
住
者
で
、
高
齢
者
の
社
会
事
加

活
動
白
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
活
動
す
る

意
欲
の
あ
る
か
た

(た
だ
し
、
長
野

県
老
人
大
学
在
学
生
は
除
〈
〉

②
牢
成
同
年
度
星
野
県
老
人
大
学

マ
入
学
資
格

お
お
む
ね

ω様
以
上

の
県
内
在
住
者
で
、
宇
宙
意
欲
が
お

う
盛
で
あ
り
、
地
域
福
祉
の
た
め
に

積
極
的
に
活
動
で
き
る
か
たili i 

マ
修
業
年
限

4
年

守
学
習
日

程
・
内
容

①
午
前

一
般
教
葺
の

学
習

〔自
然

・
師出史

・
文
学

・
健
康

...師

..加料

・定 員

?ニ，cーショシ土峨会r"仇観~鈎車嬬.....ltCie恥続tat偽』
.とき 3月24日(印

第 l回 午刷11時15分~

第 2固午後2時15分~

小中学生1叩円、高校生以上3凹門

事 l問、鱗2聞ともに各200名
-入場目科

・定 員

管
理
な
ど
〕

②
午
後
選
択
学
習

〔密
造
・
俳
画

・
カ
ラ
オ
ケ

・
ダ
ン

ス
・
ニ
ュ

1
ス
ポ
ー
ツ
※
民
謡

・

山
氏
持
時

・・
山
下
芸

(涼
印
は
中
央
公

民
飢
校
白
み
)

〕

③
そ

の

他

年

l
聞
の
宿
泊
研
憧

・
特
別
講
演
会

・

ク
ラ
プ
発
表
会

マ
回
数

毎
月
l

回

マ
と
こ
ろ

中
央
公
民
館

・
上

回
創
造
館

マ
対
象

市
内
在
住
の

切
歳
以
上
の
か
た

〔上
田
市
高
齢
者

学
園
と
長
野
県
老
人
大
宇
田
在
鱒
者

は
畳
購
で
き
ま
せ
ん
)

マ
憂
講
料

無
料
(
選
択
学
習
で
必
要
な
経
費

は
自
己
負
担
)

マ
定
員

中

央

公

民
館
校
先
岩
田
名
、
上
回
創
造
館

校
先
措
却
名

マ
申
し
込
み

3

月
初
日
欄
午
前
9
時
か
ら
受
け
付
け

ま
す
。
本
人
が
中
央
公
民
館
へ
直
接

来
館
し
て
く
だ
さ
い

ilf古マ
対
量
市
内
在
住
白
お
お
む
ね

ω歳
以
上
白
か
た

マ
と
こ
ろ

高

齢
者
福
祉
セ
ン
タ
ー

マ

回

数

年

間
凶
日
(
月
1
1
2図
。
入
学
式

・

革
章
式
を
官
む
)

マ
定
員

先
着

ω名
マ
申
し
込
み

3
月
U
日
側

か
ら
4
月
日
日
閉
ま
で
に
高
齢
者
福

祉
セ
ン
タ
ー、

社
会
福
祉
協
議
会
、

高
齢
者
介
謹
謀
、
市
役
所
各
支
所
一
、

各
公
民
館
へ
。
定
員
に
な
り
し
だ
い

締
め
切
り
ま
す

弔
備
高
衛
官
補
(
一
般
・
援
態

採
用
鼠
験

自
編
隊
よ
図
穆
集
事
務
爾

嗣
盟
申
5
2
6
7
)

マ
採
用
区
分

①
予
備
自
衛
官

〔
一
般
〕

②

予
備
自
荷
官

〔技
能

(
医
療

・
商
学

・
車
両
整
備
)〕

マ

受
験
資
格

自
衛
官
未
経
験
者
で
、

①
は
凶
歳
以
上
担
歳
未
満
由
か
た
、

②
は
凶
歳
以
上
で
、
保
有
す
る
技
能

に
応
じ
日

1
お
歳
未
満
の
か
た
マ

憂
付
期
限

4
月
ロ
日
働

マ
そ
の

他

非
常
勤
白
特
別
職
国
家
公
務
員

と
し
て
、
教
育
訓
練
期
間
は
手
当
が

支
給
さ
れ
ま
す

「
緑
豊
か
な
ま
ち
づ
〈
り
」
の
た
め

生
げ
塩
づ
〈
り
を
応
幅
揮
し
ま
す

都
市
計
画
隈
骨
場

5
3
2
7
)

市
民
白
皆
さ
ん
が
新
た
に
沿
道
の

生
け
垣
を
つ
く
る
樹
告
に
、
そ
の
費

用
の
一
部
を
助
成
し
て
い
ま
す
。

樹
木
を
植
え
る
の
に
絶
好
由
時
宰

で
す
白
で、

こ
の
制
度
を
活
用
し
て
、

緑
豊
か
な
安
ら
吉
田
あ
る
ま
ち
並
み

を
つ
く
り
ま
し
ょ
う
。

マ
対
象
生
け
垣

道
路
に
面
し
た

辿
続

5
m以
上
の
も
白

(ほ
か
に
も

条
件
が
あ
り
ま
す
の
で
、
必
ず
着
工

前
に
ご
相
談
を
)

マ
補
助
率

2

分
の

l
以
内

マ
限
度
額

5
万
円

(
既
存
白
プ
ロ

ッ
ク
塀
等
を
撤
去
す

る
場
合
は

m万
円
)

マ
問
い
合
わ

せ

都
市
計
画
課
へ

14.3.1 [9) 



2月15日(銅、市民に親しまれている山、 『太郎山を語る会』が、昨年300日以上

.観光探 畳った畳山者を迎え、市世所で聞かれました。

」里霊型8) 昨年の畳山者は l万町03人 (記帳した人のみ)で、うち[6人が3008以上の畳

山者でした (下記)。 昨年の最多畳山者は市内聞入の腺内邦夫さんo 畳山日数は

365日と、 一年間一日も欠かさず畳ゥたことになります。原内さんには最多量山

者の記念として、市長から氏名人りの記念の額が贈られました。

.太郎山畳山300日以ょのかたがた (唖称略)

b原内邦夫 (踏入) 1>土且点差存(新田) 1>滝沢正鹿 (ひかり ) 1>彊江降

担(伊勢山) 1>石井英 (掴所) 1>小林正(踏入) 1>小林葉枝子 (踏入)

b小宮山一 (大臣) 1>花里立男(常入) 1>岩下浩務 (下紺屋町) 1>有賀正

=莞 (山口) 1>石担博 (常態町) 1>永井伝(山口) 1>柳沢敬三(輔が且北)

1>丸山幸子 (新国) 1>石井'0:<英 (長砧)

『太郎山を語る会』が
開催されました

知
識
と
掠
能
由
向
よ
を
図
る
た
め

上
級
爾
山
岳
管
理
者
情
習
舎
を
開
催

消
防
本
邸
予
防
相
関
嗣
嚇
⑮

0
0
2
8
)

マ
と
き

3
月
時
日
制
午
後
l
時

1
4
時
卯
八
方

マ
と
こ
ろ

消
防
本

部
3
階
会
議
室

マ
資
格

防
火
管

理
者
の
賢
格
が
あ
る
か
た
、
防
火
官

患
者
に
選
任
さ
れ
て
い
る
か
た
マ

定
員

先

着

1
0
0名
マ

受
講
料

無
料

マ
申
し
込
み

3
月
7
日

制
か
ら
同
M
日
同
ま
で
に
電
話
で
消

防
本
部
予
防
課
へ

身
体
障
書
者
の
た
め
の

助
成
制
開
度
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

掴
祉
個
即
繭
岨
⑮

5
1
3
0
)

・
重
度
心
身
障
害
の
か
た
の
タ
ク
シ
ー

刺
用
料
を
助
成

マ
対
象

(
次
の
要
件
す
べ
て
に
該

当
す
る
か
た
)
①
市
内
在
住

②

療
育
手
帳
で
A
1
・
A
2
の
認
定
を

受
け
て
い
る
か
、
下
肢
・
体
幹
機
能
・

視
覚
の
障
害
で
身
体
障
害
者
手
帳
l

級
・

2
級
の
認
定
を
畳
け
て
い
る

③
世
帯
全
員
の
平
成
問
年
分
所
得
税

額
の
合
計
が
4
万
2
0
0
0円
以
下

④
自
動
車
税
、
軽
自
動
車
税
の
減

免
を
畳
け
て
い
な
い
マ
助
成
額

利
用
l
聞
に
つ
き
6
3
0
円
ま
で

マ
利
用
枚
数

年
間
出
枚
ま
で
マ

申
請
方
法

申
請
占
に
必
要
事
項
を

記
入
し
て
、
福
祉
課
へ
提
出
し
て
く

だ
さ
い
(
平
成
同
年
度
受
給
者
に
は
、

申
請
書
を
送
付
し
ま
す
)
。
な
お
、

4
月
か
ら
の
助
成
を
希
望
さ
れ
る
か

た
は
、

3
月
白
日
開
ま
で
に
拠
出
を

・
視
覚
障
害
の
か
た
の
電
気
料
を
一

部
補
助

マ
対
象

(次
の
要
件
す
べ
て
に
駿

当
す
る
か
た
)
①
市
内
在
住
で
、

生
計
中
心
者
ま
た
は
そ
の
配
偶
者
が

視
覚
に
つ
い
て
身
体
障
害
者
手
帳
l

級
・

2
組
白
認
定
を
受
け
て
い
る

②
電
気
契
約
容
量
が
岨
ア
ン
ペ
ア
以

下

マ

申
請
方
法

申
請
希
盟
の
か

た
に
は
必
要
書
類
を
お
渡
し
し
ま
す

(郵
送
も
で
き
ま
す
)
の
で
、

3
月

初
日
附
ま
で
に
福
祉
課
へ
提
出
を
。

な
お
、
昨
年
補
助
を
畳
け
ら
れ
た
か

た
に
は
、
必
要
特
類
を
郵
送
し
ま
す

犬
の
し
つ
け
方
教
室
に

怠
加
を

動
物
量
町
会
上
小
支
鶴

(
上
国
保
健
所
向

胴
事

7
2
5
3
)

マ
と

き

下

表
白
と
お
り
(
学
科

l
目
、
実
技
4
日
以
上
を
受
講
し
て

く
だ
さ
い
)

マ
と
こ
ろ

学
科
講

習
上
回
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
、
実

技
講
習
上
回
合
同
庁
舎
駐
車
場

マ
参
加
料

4
0
0
0
円

マ
申
し

込
み

事
前
に
電
話
を
し
て
か
ら
事

加
貨
を
持
参
中
つ
え
、
動
物
愛
護
金

上
小
支
部
事
務
局
ま
で
お
越
し
を

-
犬
を
飼
わ
れ
て
い
る
か
た
、
次
の

点
に
ご
違
憲
を

V
4入
の
放
し
飼
い
は
危
険
で
す
か
ら
、

ご利用 ください

『市町村合併に闘す~出前鶴座』
市町村合併に関する疑問にあ答えし、最新情報

をお知らせするため、よ小地方事務所と市では、

「市町村古併に関する出前講座」を行っています。

【講座の内容】

-長野県市町村古併推進要綱の内容

(市町村吉世の必要性、期待される効果懸念

される事項立ど)

・市町村の財政状況

財政調軽量改革など国の動向

・その他、希望に応じた内容

【申込方法】

開催を希望する自の2週間前までに、郵曹、 F

AX、電話Eどにより申し込んでください。

【問い合わせ ・申し込み先】

.豊野県上小地方事務所轄務醜企画撮興亜

(〒386-8555上田市材木町1-2-6・個@7112・圃

⑮7115 • E-mail: iosho -somu@pref門agano.jp)

・上田市韓務部企画榎

(干386-8601上田市大手1-11-16・圃@5112・圃

⑮4100・E-ma↑I: kikakuka@citv.ueda.nagano.jp) 

14.3.1 [10] 

日
程
で

「
帯
動
民
業
委
員
会
」
を
開

催
し
ま
す
。

農
地
白
転
用
・
売
買
、
良
地
の
利

用
上
の
ト
ラ
ブ
ル
な
ど
の
農
地
問
題

ゃ
、
相
続
税
・
贈
与
税
納
税
猶
予
制

度
、
農
業
者
年
金
、
認
定
農
業
者
制

度
等
の
相
談
に
応
じ
ま
す
。

絶
対
に
や
め
ま
し
ょ
う

マ
犬
を
散
書
さ
せ
る
時
は
、

桂
始
末
を
忘
れ
ず
に

白しつ?方教室日程表

とき 内容 とき

4月四日出 |学判 110月12日出

5月18日出 |実筏 110月19日出

6月1日出 |実技 1"月9日出

6月15日出 |実盟 111月23日出

7月6日出 |実妓 112月14日出

7月油田国 |実技 11月18日出

8月剖日出 |実枝 1 2月15日出

9月7日出 |実校 I3月15日出

• 
フ
ン
の

血

判

一献
一期
一
期
一耕
一関
一
期
一献

上
田
市
盟
業
委
R
金
で
は
、
下
記

1 
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1
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5
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ご
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を

お
祈
り
し
ま
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贋
付
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軽
自
動
車
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手
続
き
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お
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市
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務
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税
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穆
E
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S
)

畏
野
県
自
家
用
自
動
車
健
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郵
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1
8
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)

軽
自
動
車
税
は
、

4
月
l
日
現
在

の
所
有
者
に

1
年
分
が
牒
製
さ
れ
ま

す
。所

有
す
る
原
付
パ
イ
ク
、
四
輪
・

二
輪
白
軽
自
動
車
、
小
型
特
殊
自
動

車
に
異
動
(
廃
車
・
譲
渡

・
市
外
へ

の
住
所
異
動
な
ど
)
が
あ
っ
た
時
は
、
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・
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・
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手
続
き
を
行
勺
て
く
だ
さ
い
。

3
月
下
旬
に
な
り
ま
す
と
、
窓
口

が
た
い
へ
ん
混
雑
し
ま
す
の
で
、
早

め
由
手
続
き
を
お
願
い
し
ま
す
。

手
続
き
の
内
容
で
、
お
持
ち
い
た

だ
く
も
の
が
異
な
り
ま
す
の
で
、
事

前
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

-
手
続
き
窓
口

①
限
付
パ
イ
ク
・
小
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自
動
車
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務
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・
市
役
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各
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②
四
輪
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動
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動
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「信濃国分寺駅Jしなの鉄道
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.車内図
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I~問昨プン
駅南側月ぎめ駐車場の利用者を募集

信漉国分寺駅利用者自利

世性を高めパークアンドラ

イドを促進するため、月吉

め駐車場をオ プンします。

しなの鉄道利用者に限り

使用できます。希f置される

かたは管理課まで。

b申込期限 3月15日幽

1>駐車台数 20台
1>料金 4000円/月

液中し込み多数の場合はhll

i!となります

.申し込み先・問い合わせ

管理課(圃見事5129)

しなの鉄道第3番目白新駅として建設が進められて

いるfi!護国分寺駅が3月29日幽に開業します。

駅舎は史跡の景観に配慮した木造平屋題てで、待合

室、改札などの聾務スペースと公案トイレがあり、体

の不自由なかたにも利1I1しやすいようスロープを投け、

こ線橋にはエレベ ターを股置するなどバリアフリー

にも配慮していますロ

また、駅前には多目的に使える広場を整備し、駅南

側には月吉め駐車場を設置して、 パークアノドライド

白促進を図っています。

安全で正確、環撞にもやさしい公共交通機関として、

多くの皆さんにご利用いただきますようお願い致しま

す。また、駅見学会と開業式を行います白で、皆さん

白お起しをお待ちしています。

b見学会 3月21日附午前10時 - 1>開業式 3月

29日幽午前9時30分 -(電車は開業式当日の始発から

停車します)

14.3.1 
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H E T A L 

保健ガイド
| 健康推進課倒湖'.I!I

.ポリオ予防接種(集団接種) [前期]

平成13:If-7月1日~同年12月31日生まれのお子さん

平成13年6月四日以前の生まれで来援橿のお子さん
〔ただし、 7歳6か月未満〕

長上回市に住民襲があるかた また"外国人登録をしているかたが対象

b投与方法 6週間以上の間隔をおいて 2回飲みま

す [>受付時間午後 l時30分-2時1肘子 (時間厳守)

b持ち物母子健康手帳、予診票 (赤ちゃん手帳の

中に入っていますので体温以外は記入してお持ちくだ

さい) [>注意事項 ①体温は会場で測定し予語諜に

記入してください ②治療中または経過をみている病

気がある場合には主治医に前もって相談し、診断容ま

たは意見容をもらってください(当日接積医が事考に

して接種の可否を決めます白で、接種できない場合も

あります) ③生ワクチン(麻しん、風しん等)接種

佳は 4週間以上、不活化ワクチ" (三極混合等)接種

桂は l週間以上経過してから畳けてください ④対象

地区四日程で都告が惑い場合には、別の日程で畳けて

くfこさ L、
.ポりオ予防接種目程表

辺 町 会 館 4月日目
り。

野が丘公民館

辺 町会

川西社会福祉センター

.各種検診の申し込みはお済みですか
2月12日ごろにお手元に届いたはがき(平成14年度

各種検診白申込書)で、検診の申し込みはお務みです

か。各自治会への提出自締め切り目は、 3月 8日幽で

す。提出日に間に合わなかったかたは、直接健康推進

課(市役所南庁舎 l階)か各支所まで提出してくださ

L、。

なお、記入方法等については、広報うえだ(2月 1

日号)の「検診白ご案内について」をご置ください。

H D E G U 

新しい五五銭EtJ轟喜を指定
排水設備工事および給水装置工事は、市で指定

した業者でないと縮工できません。

指定業者は市への申訴手続き ・工事等いっさい

を代行しますので、工事の申し込みは指定業者へ

直接怯頼してください。

.新たに指定した下水道指定工事庖

工事唐名 営集所所在地 電話番号

開間島商会 よ田市大字小泉B54 @1650 

制倉島建工 上田市大宇宙里725-6 @2105 

宮 沢 筏 研 上田市大字芳田1788-12 @1159 

高山水道世備側 ヨ高坂市大字米持417 026・245-5275

棚田中工務庖 上田市大宇中之条726 @7166 

間掴薄土木 上田市大字祖国432-2 @1427 

附 丸 和 上田市夫神3-2-6 @3210 

胸サクフメンァ 小県郡丸子町大字東内2432 @1122 

-新たに指定した指定給水装置工事事業者

工事事業者名 営業所所在地 電信番号

高山水道段備側 "鹿市大字米持417 026・245・5275

出今回掲蔵したのは新現に指定された難者です。すべての指定
難者名をお知りになりたい場合，;，上下水道局宮第限給排水
係(四隅4100固1532・1536)までお問い合わせください。

.学童保育をご利用ください
4月から小学校に入学するお子さんの、放課後の生

活の心配はありませんか/

学童保育(放課後児童健全育成事業)は、昼間保護

者が仕事などで家庭にいない小学校低学年の児童を対

象に、専門白指導員が適切な遊びゃ生活の場を与えて、

児童の健全育成を図ることを目的としています。

市では、次の学童保育の運営委員会に事業を委託し

ています。

入会を希望されるかたは、希望する学童保育へお問

い合わせくださL、。

.学童保育名簿

学童保育名 J!j1f-!也 電話番号

太郎の家 中央北:2-9-15 @世田

どんぐり 上野2日日5-2 骨6B凹

トッ卜の家 中之条町9-4 申8団6

パッタの家 上田原727-5 申0田9

たんぽぽ 麗訪形1323-13 骨9010

14.3.1 [12) 
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第三次上田市総合計画の基本構想巴示されています市の将来像「創造・活力 ・ときめ

上田」の実現を環境面力ら支えるだめ、策定を進めてきましだ「上回市環漬

がまとまりましだのでお知らせします。この計画は、環境の保全巴関する各

る定めの基本万針と怠るものです。

とまりました
上田市環境基本計画とは

環境問題の原因の多くは、通常の事業活動や日常生活によ

ア払作広されている自動車の排出ガスや生活排水芯どに起

生活型公害、大量生産大量流週大量消費大

生活殺式に起因する廃棄物の増大にあります。ま

地球温暖化やオゾン眉の置壊草どにみsnるように、環

躍は地球規模で広がっています。

私たち自身の生活様式や社会総胃システムのあり方を貝E
していがなければ忽りません。

この計画は、持続的に発展できる自然環壇共生都市在目指

して 平成14年度から平成23年度までの10年聞を酎画期

して、環境の揮全に関する万針と目標、聖本施需と市民

市の理境への取組の指針を定めたものです.

主主お、主に市が推進する事業については 150140口1(理

ントシステム)によD横置し、継続的忽改善を図

|策定までの経過 E 
措定(こEたってI~，上田市理壇塁本計画策定懇談会、市民事業者小申学生に対する

圃境憲議調査、地区別懇談会の開催‘環壇シンポジウムE開催主主どを通Uて多くの皆さん

がS2意見をいただき 上田市覇境審議会¢答申を基につくられています。

円差したい上回の環釦写真コンテスト

市長賞受賞作昂 『害の山団地j

計画の構成

第1. 計画の基本的考え方

第2軍環境目標題

第3章望ましい環境置と基本目欄

軍4. 慣境施輔の展開

第1節身近な自然とふれあうまち

第E節誰もが安心して健康に暮己せるまち

第3節環境や景観に配慮したうるおいあるまち

第4節地球環境の保全に取り組むまち

第5節量覇者有効に利用するま吉

第E節誰もが環境に配置して行動するまち

第5.主体別行動方針

第B・地鎌田現況と標題

第7.酎酉由推進体制と進行官理
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1. 身近砿自然と
ふれあうまち

平曲川と中小白河)IしそしてE的地在と白身近草水辺と上田
盆地をとり巻く山並み、 1司岸段E、そして腫地など田島近草緑
があります。こうしE白熱環境由恵みをいガし、身近Eある大
切な水辺、緑や士とふれあうことができるまち巴します。

-自然の保全・活用 ・農地の保全・活用
・森林水辺の保全 ・農地の保全
・生態系に配慮した自然の再生 ・農地の利吉用の推進

・環境保全型農業の推進

-自然とのふれあいの促進
・自然とJ:N1あう場の創出
・自然と，3¥れあう機会の創出

2.誰もが安心して
健康に暮Sせるまち

大草、水、土は、市民田豊百証書らし白基盤
です。し古し主主ガ5、こ由聖璽もさまざま芯
活染や活理草どがみられ、近年では、育害化学
物質巴よる活語も懸意されています。含後と
乞、里甘草暮らしを実現ずるEめE雄もが安
品して健康む暮らぜるまちにします。

・きれいな空気の確保
・自動車交通による大気汚染の低減
・事業活動による大気汚染の低減

・きれい砿水の確保
・生活排水による水質汚濁の低減

・事業活動による水質汚濁の低減

・騒音 ・振動・悪臭の防止
・自動車交通による騒音振動の低減
・工場事業場による騒音撮動の低減
・悪臭の防止

・土自由・地下水の保全
・土壌地下水汚染の防止

・有害化学物質による汚染の防止
・有害化学物質対策の強化

3.環境や景観に配慮した
うるおいあるまち

よ田市は、豊か担自然、歴里、文化が調和
しEまちです。これからも、環境や景観巴配
車し、すべて白人巴薯らしや普いまちづくり
をしていくこと目、市民由大き芯二 1で乞
あります。環境や軍観巴配置しEうるおいあ
るまちEしま習。

-環境にやさしい

都市基盤・都市施設の聾備
・環境に配置したまちづく Dの推進
・環境負荷の少ない交通機関の導入
・環境共生型建築物の普及促進

・うるおいやゆとDある

都市空間の形成
・緑地や水辺の整備、創出
・上田市らしい都市景観の形成
・人にやさしいまちづく口の推進
・環境美化の推進

・歴史・文化資源の保全、活用
・歴史文化資源の保全、活用
・伝統的文化の継承



4.地球環境の保全に

取り組むまち

-地琢環境の保全

さまざま怠排出物1<1、地諌規槙で由環境問題(地理温暖化、才ゾジ
眉由匝唖、酪性雨E尭生等)ヘコ忽ガっています。地理珊揖問題由解決
は、 E元から由行動や市民自抽車規模由問題意1111.1出尭点で写.地理
環III臣室E取り組むまちEします.

-国際的な協力体制の構築
・地球温暖化の防止 ・才ゾン膚の保護 ・環境問題に関する国際的協力の推進
・酸性雨の防止 ・意畿醤発の推進

5.資源を有効に
守利用するまち

H覇境負荷E虫草くずるEめ巴母、ごみ由排
出量と量iIi!・エネルギー田恒用量を低減さぜ
ていくことやリサイヲル等由循環型由仕組E
確立さ世ていくことが重要です.車置を膏刻
E利用するまちEします。

-廃棄物の減賓と資漕再利用の促進
・廃棄物の減量化の推進
・資酒再利用の推進

・エネルギーの有効利用
・省エネルギーの推進
・新エネルギの利用の推進

・水資湿の保全
・水の有効利用の推進
・水循環の保全

6.誰もが環境に配慮して
行動するまち

上田市を語り巳思い、量するまちとしてい
くEめE、すべて白人1.1協力して瑚噛づくり
をしていくことが大切です。子世田頃から由
劃育丑吉晶、市民 ・事業者 ・市1.1それぞれ由
立場で、雄もが軍旗E配置して行動するまち
Eします。

.環境教育の推進
・地域、学校での環境教育の推進
・意義啓発の促進

・行政の率先行動・15014口口1の運用
・地球畠暖化防止実行計画等の実行

・パートナーシップの構築
・市民事業者の環境行政への継続的芯参画

・市民事業者の環境保全行動への支援

.環境情報システムの盤備
・わかりやすい環境情報の提供
・インターネットを利用した情報化の促進

市民〆/一一、¥
・日常生活町中で.資置
やエネルギー曲節約、
廃棄物の排尚の田制等
によむい品環甥への負荷
の低減や環場の保全に
甥めます.

.環繍白保主に自ら努め
るとともに.市が実施
する11績の保全に闘す
る施策1<:脇カします。

¥ 市

事業者

.11演基本条岡田3つの越本竃虫10の."とり.測網白保全に関する
施策を策定し‘実錨します。 I

・園や他の他方公共団体と週鴎を困Dをます.
・市民と事業者の環焼こ関する町閣を宣置します.

計画の雌と進行管理 l 
本計画では‘環境指標として掲げ5れた各積デーヲについて、

市民事業者への意識調査(計画の見直し時)、環境汚染状況の

各種環境調査、施策の進行状況調査等を通じて、計画の実施効果

を調査します。

調査結果は年次報告書として、庁内聞現金讃(仮称)および環

(仮称)1こより点検し、環境レポ ト(仮称)を通じ

もに、上田市環境審議会に報告、

ますg また、 15014001
による点検.評価、見直」長行い、より効率的かつ効果的抵計画

へと継続的芯改善を図り推進じ奮す。

市震・'鎗者への
-董

{附置の見庫し鴎)
制圃絢・圃

.・ー・ーーー・・・



|上田市環槙基本計画の取組のひとつとして ・
聞 では悶酬の認証を取得しましたI
。o.， I ~ l""rt~.岨瞳~bl.
o..;;-o L JQ II.J 1萌M見 n到。，------...円・ F 明司~...~・

(篠粋)r.靖語圏f/
物の豊かさや生活の利便性を求める社会後演活動は 身近広自然の減少

鶴市 生活型公害の憎加などを引き起こし、更にはあらゆる生物の生存基盤
である地球環境をも繍なうおそれを生じさせています.

今こそ私たちは、千幽の消滅と肥沃な大地、笑しい山並みに図まれたすばら
しい自然と歴史と文化を守り育てるとともに 地球環境の大切さを自覚し 健
康で安全な生活 潤いとやすらぎのある良好な贋境を将来にわたって維持し
ていかなくてはなりません.

地方分樋が実行の段階に入った現在 こうした環境問題に対し 市民にも
っとも身近な自治体がお先して事務事業活動における環境への配慮を進める
ことは、市民参薗のもと 官 民が力を合せて環境の保全に言寄与することが
できると考えます.

市の日常業務活動に当たっては、
rェコオフィスうえだ(上国市役

所地総温暖化防止実行計画)Jに
基づき 環境への負荷のよりいっ
そうの低減を図ります.

2 "務".活闘における環境への
負荷の低減

市が発注する公共工事をはじめ
とする事務事業活動における環境
への負術のよりいっそうの低減を
図ります.

し 環境への負荷の少
うる自然環境共生郵市

各循環境保全施策の推
ます.

2 環境関連の法令や条例等を遵守し、
環境汚染の朱然防止に努めます.

3 磯良人ひとりが率先して環境に
配慮した行動を実践するよう 環境
方針を全機員に周知します.

4 j環境マネジメ/トシステムを定"'.J
に見直し継続的な改替に努めるととも
に基本}jj十及び取組状波等について
は、内外に公表します園

.1."1-'.匙 |市役所の主忽環境改善活動は . 

150とは国際得議化機織の略で本

部まスイスのジユネ ブにあります.

写真のフィルム感度やネジ忽ど 1万種以

上田園際規格を担う世界的忽組織です.

-監温且邑担且且.tlll且~・・・・
環場開園が地球的広臨固と怒っている中

事業活動に伴う環燐への負荷を少しでも低

減~るために、環境田善を回るための仕組

を現格川じしたものが15014001です.

市I!W定めた「上田市環境方針」に世い、

毎年度、環焼四蓄の取組宅計画し、 それを

実路出よび遣問しその結果を点検見直

しをするシステムです.(右配概略国参照)

毎年度、市役所白取組¢効果を曹萱畳量

級関の審査員が審査します.

(AJ 

品副H タ.，陪u ム奮闘制限

鵬守事ジメントシステ41雌

回"掛田川7

.町..
上岡市役所
間判明/日
鯛目白…...

ゆ一

層
間::.出弓aE4怠忌与31212f注置dRm
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手
若手
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市控所でl率、環境直曽活勘の国際線絡である

IS0l400l (環境マネジメントシステム)の認

E取得に取り組んできました。

その取組を審査畳韻機関である冊日本晶質保匝

綴織の審査員が審査した結果上田市が咽築した

環場管理システムが規格に適合していることが確

認古れ、平成14年2月15日付けで盟E畳揖し、

市長に畳韻睦が授与されました。

環境屡本針画に盛り込まれる名種環境改醤活動を 1501400)で進行管理します.

電気恒用量を平成)0年度対比で15%削減する.

上水道の使用量を平成10年度対比で22%削減する。

文房具忽どのグリーン購入を継進する。

公共工事の負荷低減をよりいっそう纏進する.

環繍保全飽績をよりいっそう推進する。芯ど

15014001の概略 . 

V隼ザイク""
..簡に環境己主.
を行います

毎月四チェック、
目視が来週""の
場合，. 原因を

っきとめ改奮する.

一

累計.... ~ 
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